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伊方発電所第３号機 原子炉補機シーケンス盤カードの不具合 

他１件に係る報告書の提出について 

 

 

 

 平成 19 年７月６日に発生しました伊方発電所第３号機 原子炉補機シーケン

ス盤カードの不具合 他１件につきまして、その後の調査結果がまとまりました

ので、安全協定第 11 条第２項に基づき、別添のとおり報告いたします。 

 

今後とも伊方発電所の安全・安定運転に取り組んでまいりますので、ご指導

賜りますようお願い申しあげます。 

 

 

以 上 

 



 
 
 
 
 
 
 

伊方発電所第２号機 

 湿分分離加熱器２Ｂ・２Ｄ加熱蒸気制御弁の不調について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平 成 １ ９ 年 ９ 月 

四国電力株式会社 
 
 
 
 

 - 0 -  



１．件 名 

伊方発電所第２号機 湿分分離加熱器２Ｂ・２Ｄ加熱蒸気制御弁の不調に

ついて 

 

２．事象発生の日時 

平成１９年７月２４日 １４時０２分 

 

３．事象発生の設備 

湿分分離加熱器２Ｂ・２Ｄ加熱蒸気制御弁 

 

４．事象発生時の運転状況 

通常運転中（電気出力５７０ＭＷ） 

 

５．事象発生の状況 

伊方発電所２号機は通常運転中のところ、７月２４日１４時０２分、湿分

分離加熱器２Ｂ・２Ｄの出口蒸気温度を制御する加熱蒸気制御弁（２台）が

閉止し、電気出力が若干低下（５７０ＭＷ→５５９ＭＷ）した。 

調査の結果、加熱蒸気制御弁の制御信号変換器※１（以下、「変換器」とい

う）の不具合により、制御弁が閉止したことが判明した。このため、当該変

換器を予備品に取り替え、運転状態に異常の無いことを確認し、７月２５日

１１時００分、通常状態に復旧した。 

なお、本事象による環境への放射能の影響はなかった。 

（添付資料－１） 

 

※１ 制御信号変換器 

制御部から開度調節信号を受けて演算処理し、最終的に２台の制御弁

作動に必要な空気信号に変換している 

 

６．事象の時系列 

平成１９年７月２４日 

１４時０２分 「低圧タービン入口蒸気温度」警報発信 

電気出力低下（５７０ＭＷ→５５９ＭＷ） 

１４時０５分 当直員が加熱蒸気制御弁（２台）が閉となっていること

を確認 

１５時０３分 保修員が制御弁の変換器異常を示すＦＡＩＬランプ※２点

灯を確認 

１７時３２分 当該変換器を予備品へ取替開始 

１９時４２分 当該変換器取替（動作試験含む）完了 

２１時５５分 系統復旧操作開始 
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平成１９年７月２５日 

０時５１分 当該制御弁 全開 

１時０２分 電気出力復旧（～５６８ＭＷ） 

１１時００分 運転状態確認後、通常状態に復旧したことを確認 

 

※２ 変換器ＦＡＩＬランプ 

変換器内部の異常を表示するもので、ランプ点灯時は演算動作を停止

する 

 

７．調査結果 

   湿分分離加熱器２Ｂ・２Ｄの出口蒸気温度を制御する加熱蒸気制御弁が閉

止した原因として、湿分分離加熱器温度制御のループ構成機器である変換器

のＦＡＩＬランプが点灯し変換器の演算動作が停止していたことから、当該

変換器の調査を実施した。              （添付資料－２） 

 

（１）現地調査 

ａ．変換器出力電圧測定 

異常発生時に出力電圧を確認した結果、正常時の値、約＋５Ｖ（直

流）に対し、－０．６８Ｖ（直流）に低下していた。 

 

ｂ．変換器演算回路の点検 

外観点検、ユーザズＲＯＭ（半導体メモリ）装着状態、および保守

ツールによりプログラム、パラメータを確認した結果、異常は見られ

なかった。 

   

ｃ．変換器単体模擬入出力試験 

模擬試験装置により入出力特性を確認した結果、変換器許容誤差範

囲内であり、異常は見られなかった。 

 

ｄ．変換器外観点検（外観目視、タッピング） 

目視により外観、ヒューズ、電源ユニットの確認、および衝撃（タ

ッピング）試験の結果、異常は見られなかった。 

  

ｅ．運転環境調査 

電源電圧、振動、周囲の温度および湿度を確認した結果、変換器仕

様条件範囲内であり、異常は見られなかった。 
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ｆ．異常再現試験 

現地で数日間運転状態を模擬（入力＋５．００Ｖ（直流））し、変換

器ＦＡＩＬランプ点灯、出力電圧の低下を確認した結果、事象は再現

されなかった。 

 

（２）工場調査 

ａ．外観検査  

外部損傷（汚れ、割れ、変形、焼損、腐食）、ハンダ付け、ソケット

部分を目視確認した結果、異常は見られなかった。 

 

ｂ．常温機能試験 

常温で１４４時間（６日間）連続動作を確認した結果、異常は見ら

れなかった。 

 

ｃ．電圧マージン試験 

＋２４Ｖ（直流）電源に対して±１７％（＋２０～＋２８Ｖ（直流））

の電源電圧変動を与えて動作確認した結果、異常は見られなかった。 

 

ｄ．局部急冷熱試験  

０℃および５０℃の急激な局部的温度変化を与えて動作確認した結

果、異常は見られなかった。 

    

ｅ．衝撃（タッピング）試験 

タッピングツールにより衝撃を与え、ハンダ付け不適合やパターン

の断線、素子の取り付け不適合を調査した結果、異常は見られなかっ

た。 

  

ｆ．電源ＯＮ／ＯＦＦ試験 

１０回以上の繰り返しによる供給電源のＯＮ／ＯＦＦ動作により電

気的ショックを与えて動作確認した結果、異常は見られなかった。 

    

ｇ．温湿度サイクル機能試験 

恒温槽にて温度５～５０℃、湿度３０～８５％の変化を与えて２４

時間連続動作確認した結果、異常は見られなかった。 

 

異常発生時の当該変換器では、ＦＡＩＬランプ点灯および変換器出力電

圧の低下が確認されたが、その後の現地調査および工場調査において変換

器は正常に機能しており、事象は再現しなかった。 
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（３）保守状況調査 

当該変換器について、保守状況を調査した結果、第１２回定検（平成９

年８月～１１月）時に本体一式の取り替えを行い、その後は、毎定検ルー

プ校正試験と定期取替部品の取り替え（ヒューズについては２定検に１回、

電源ユニットについては４定検に１回）を実施しており、取り替え後の点

検記録を確認した結果、異常は認められなかった。 

 

（４）２Ａ・２Ｃ側の調査 

湿分分離加熱器２Ａ・２Ｃ側について、変換器のＦＡＩＬランプが点灯

していないこと、および制御弁が開であることを確認した結果、異常は認

められなかった。 

 

 

８．推定原因 

本事象の原因は、運転環境、保守状況、および構成部品等に問題は見られ

ず、また各調査段階でも異常が見られなかったことから、一過性の要因によ

る不具合でＦＡＩＬランプが点灯し出力電圧が低下したものと推定される。 

 

９．対 策 

（１）当該変換器を予備品と取り替えし、健全性を確認したうえ復旧した。 

（２）運転中の故障に対応するため、今後とも変換器の予備品を常備しておく。 

  

  

以 上 
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添 付 資 料 

 

 

 

添付資料－１ 湿分分離加熱器廻り概略系統図 

 

添付資料－２ 湿分分離加熱器出口蒸気温度制御 概略図 

 

 

 

  



添付資料－１

湿分分離加熱器廻り概略系統図
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添付資料－２

湿分分離加熱器出口蒸気温度制御　概略図
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